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はじめに

私は、東京にある弁護士法人AK法律事務所で弁護士をし

ております。弊所は、特許や商標、著作権等の知的財産に関

わる事件、企業の広い問題に対応する企業法務がメインの

事務所です。私自身が個人で受任する際は、企業法務関係

ももちろんですが、倒産、交通事故、不動産、相続等、個人の

方の事件も含めた広い分野に対応しております。

私の高校生活

高校時代はラグビー部に所属 し、正直学業の方はずっ

と低空飛行でした。受験が近づきオープンキャンパスで

訪れた京都の大学を志望するようになり、ようやく勉強

をしなければと自覚し始めました。ラグビー部は花園予

選が10月 まであり、部活引退が遅く、それが逆に危機感

を持たせてくれ、最後は急に勉強に燃え出したのを覚え

ています。

弁護士になるまで

私は京都の大学に通い、ドイツ留学を経験、札幌の大学

院に行き、司法浪人もしてようやく弁護士となりました。

南高ラグビー部でのきつい練習にも耐え、忍耐力を培っ

たからこそ多くの試験をクリアしてこれたと思います。

弁護士を日指 したきっかけは少 し変わっていて、ドイ

ツ好きであったことが関係 します。幼少期に父の仕事で

ドイツで過ごした時期があり、高校時代もドイツでホー

ムステイを経験、大学で留学もしました。

ドイツ人は、真面 日なときはとことん真面 目に、議論

好きで自立した考え方を持っていながら、一方で遊ぶと

きは日一杯楽 しみ、パーティーも大好きとい う、メリハ

リのある生き方をする方が多かったです。これまでには

全くない価値観に触れたことで、その後の生き方にも大

きな影響を受けました。もちろん ドイツには美 しい歴史

的建造物も多く、綺麗な街並みをバックにライン川や ド

ナウ川等の雄大な川のそばでコーヒーを飲む時間は本

当に最高でした。
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留学から戻った頃、何かしらドイツに関わる仕事をし

たいと考えていたところ、いろいろな本を読む中、国際

弁護士の方の本に出会いました。これをきっかけに ドイ

ツ関係にも強い弁護士になることを志 しました。現在も

ドイツ企業や、ドイツ関連の友人を介 したご依頼もあり

ますが、こちらの分野の専門性ももっと高めたいと考え

てお ります。

弁護士生活について

弁護士の業務は、企業の依頼者については、社運を賭

けた事件、法的な部分の最後の判断を任 されるという重

責を担います。個人の方は、基本的に人生の一大事の助

けを求めてお越 しになります。仕事の責任は重大なもの

で、だからこそ徹底 して緻密な仕事をしようとしてお り

ます。業務量も膨大になることも当然であると考えてお

り、ワークライフバランスとい う言葉 とは正反対に生き

てお ります (企業の方にはコンプライアンスを守ること

を求めながらこのようなことを中すのもいかがなもの

かと思いますが)。

弁護士をしてお りますと、たくさんの企業の運営、個

人の方々の人生に関わっていきますので、苦労も多い分

や りがいも一入です。弁護士を続けていくためには、体

力もそ うですが、事件全体の事実を把握 した上で法的に

有利不利な事情を整理する知力と、どんな事件にも臆せ

ず戦い続けられる強いメンタルも必要だと思います。周

りに弁護士の方がいれば、依頼者のために修羅場を掻い

潜ってきた方たちばかりのはずです。

若い卒業生の方には、人の幸せのために仕事ができる

弁護士は挑戦する価値のある仕事だと思いますのでぜ

ひ 目指 してみて下さい。また、卒業生の皆様がお困 りの

際には、気軽に相談 していただければ幸いです。

ドイツ留学中、旧友とパッサウ市にて

背景は ドナウ川と聖シュテファン大聖堂
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鈴木 義信 氏 (4期・東京支部)書道家

写真提供 (掬岩田写真 岩田幸久 (21期 )

同窓会員の皆様には、本校の
教育活動に対 して厚 く御支援を
いただいてお りますことに深 く
感謝申し上げますc今年度は特
に、本校創立60周 年 とい う節 日
に際して、同窓会の方々から、多
方面にわたる御尽力と御配慮を
賜 りました。お陰様で周年記念
事業を終えることができま し
たc職員一同を代表 し、重ねて御
礼申し上げます。

令和 3年度 に、PTA、 教育振興会、同窓会、学校によ
り組織 された実行委員会が立ち上が り、プ レ事業 として
高橋大輔氏の講演会及び先輩 と語 る会、ピアサポー ト講
習会、マ フラー タオル作製 を行いま した。今年度は、在
校生か ら募集 したキャッチフ レーズ とロゴマー クを記
念事業のシンボル としつつ、同 じく創立60周年を迎える
由利工業高校 。大曲工業高校 との野球 。バ スケッ トボー
ル・サ ッカーの交流試合をは じめ、剣道招待試合、エンハ

ワーメン トプログラム (外 国人留学生 との交流事業 )、 記
念誌 {く吊纂、秋 田コア ビジネスカレッジの御厚意による記
念動画制作、そ して 10月 15日 には秋 田芸術劇場 ミルハス

において記念式典を挙行 し、同時期にア トリオンで開催
した学校展にもた くさんの方々をお迎 えす ることがで
きま したc同 窓会の皆様か らは、60周 年記念事業費 とし
て協力金をいただいたことに加 え、エンパ ワーメン トブ
ログラムヘの補助、12月 の吹奏楽部名古屋遠征への補助
を独 自に していただきま したぃいずれ も、同窓会員の皆
様の母校への熱い思い、後輩たちへの温かい気持ちが込
めら,I′したものど感 じてお ります。本当にあ りが とうござ
いました。

さて、昨年 9月 のことで したが、鈴木力雄 さんか ら声

をかけていただき、初代校長信太四郎先生の没後50周年
の墓参に参加 させていただきました。当日は抜けるよう
な秋晴れの空の下、車 4台 に同窓の方々と学校関係者合
わせて15人が分乗する形で、美郷町六郷の広照寺を訪れ
ました。一期生の方々の国からは、当時信太先生が衿持
をもって学校運営に当たられていたことが語 られ、私自
身、身が引き締まる思いを新たにするとともに、開学当
初の南高が地域の期待と注目を広く集め、活力ある学校
として歴史を歩み出していたことが偲ばれ、私にとって
思い出に残る一 日となりました。

同窓会の皆様の 目に今の南高校の姿はどのように
映っているのでしょうか。私は、平成 3年度からの 6年
間、旧校合時代の南高に勤務 し、昨年度23年ぶ りに校長
として戻ってまいりましたが、中高一貫教育校として中
等部を併設 し、スーパーグローバルハイスクールとして
の輝かしい実績を手にした南高は、私の眼には当初全く
別の学校のように映 りました。しかし、この 2年間の中
で見えてきたものがあります。それは、授業や部活動 と
いった既存の学びに、SGHを 経て充実された本校独 自
の探究活動が加わることで、日常の学びが内面的に体系
化 され、相乗的に思考力や表現力を高めているとい う南
高生の姿です。この南高独 自の組織的な学力育成のシス
テムが、南高の伝統である文武両道の継承を実現させて
います。特別な進学対策によるものではなく、日常の学
びの積み重ねを重視する南高の指導スタイルが、文武両
道にわたる全国レベルの成果を生み出しています。南高
のよき伝統は今も息づいているのです。

同窓会の皆様におかれましては、今後 とも変わらぬ御
指導・御支援のほど、よろしくお願い中し Lげます。そし
てこの 2年間、お世話になりま した。本当にありがとう
ございました。
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